
群馬工業高等専門学校　2010 年度シラバス　8901220003CC/20101207

( 科目コード：8901220003CC)

【改訂】第 1 版（2010-02-26）
【科目】コンクリート工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・3 年次
【担当教員】

田中 英紀

【授業目標・教育方針】
コンクリートの物理的性質、力学的性質や化学的性質、これらの改善方法などを理解し、物理的・力学的事項を定量
的に算出することや所定の性質を備たコンクリートを造ることができるような技術的な能力を身につける。

【授業概要】
コンクリートの構成材料、混和材料の種類と諸性質、コンクリートの配合設計と算定方法、物理的性質や力学的性質
とそれらの算定方法、化学的性質、施工方法、各種コンクリートの性質、環境への負荷低減方法などについて解説す
る。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：コンクリート工学（I）施工編：村田二郎、國府勝郎、辻　幸和：彰国社
参考書：コンクリ－ト診断技術０９：日本コンクリ－ト工学協会：日本コンクリ－ト工学協会：978-4-931451-96-4
-C3050
参考書：コンクリ－トなんでも小辞典：井上晋　他：土木学会関西支部：978-4-06-257624-6
教材：プリント類を使用する

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%，その他：レポートの 10% はレポートと小テストを含む。
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%，その他：レポートの 10% はレポートと小テストを含む。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：コンクリート工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 概要 授業の概要、コンクリートの歴史、材料の構成と特徴
第 2 回 混和材料 混和材料の役割と種類、混和剤の種類と性質１
第 3 回 混和剤の種類と諸性質２
第 4 回 混和材の種類と諸性質 レポート
第 5 回 フレッシュ性状 コンクリートの流動性、空気量、材料の分離
第 6 回 配合設計 コンクリートの配合設計方法
第 7 回 コンクリートの配合計算 レポート

小テスト
第 8 回 前期中間試験
第 9 回 コンクリートの配合設計時の各種因子の影響
第 10 回 強度と性質 コンクリートの圧縮強度と諸性質
第 11 回 コンクリートの圧縮強度への諸因子の影響
第 12 回 コンクリートの引張強度の算定方法と諸性質
第 13 回 コンクリートの曲げ強度の算定方法
第 14 回 コンクリートの曲げ強度の諸性質
第 15 回 コンクリートのせん断強度および付着強度、各性質と

算定方法
小テスト

第 16 回 品質管理 コンクリートの品質変動と統計的処理方法
第 17 回 コンクリートの品質管理図 レポート
第 18 回 応力とひずみ コンクリートの応力とひずみの性質
第 19 回 コンクリートの弾性係数とポアソン比
第 20 回 コンクリートのクリープの性質と解析方法
第 21 回 物理的耐久性 コンクリートの温度応力、凍害と対策
第 22 回 化学的耐久性 コンクリートの中性化、薬品等に対する耐久性と対策 小テスト
第 23 回 後期中間試験
第 24 回 コンクリートの塩害と対策 レポート
第 25 回 腐食ガスおよびアルカリ骨材反応
第 26 回 環境負荷低減 コンクリートによる環境負荷への低減１
第 27 回 コンクリートによる環境負荷への低減２
第 28 回 診断技術 変状の種類、調査手法、非破壊検査、補修補強工法
第 29 回 各種コンクリート 水中不分離性、ポーラス、高流動等のコンクリートの

性質 小テスト
第 30 回 まとめ
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